
(57)【要約】

【課題】本発明は、内視鏡外科手術において例えば卵巣

嚢腫の内溶液吸引の際に、内容液を大量に漏出すること

なく簡便に吸引でき、吸引中に卵巣を吸引管より脱落し

内容液を漏出させることなく、穿刺前後で穿刺針により

卵巣を損傷することのない穿刺吸引装置を提供すること

にある。

【解決手段】　管状部材と、該管状部材に対して進退自

在であり、かつ先端部に穿刺針を有する内針とを有する

穿刺装置であって前記管状部材には先端部に装着された

吸盤体と基端部には吸引手段とを備え、前記内針の先端

部にはバルーンを備え、さらには、前記内針の基端部に

は、前記内針を操作するハンドル部を有することを特徴

とする穿刺装置である。

【選択図】  図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 状 部 材 と 、
　 該 管 状 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 で あ り 、 か つ 先 端 部 に 穿 刺 針 を 有 す る 内 針 と を 有 す る 穿 刺
装 置 で あ っ て
　 前 記 管 状 部 材 に は 先 端 部 に 装 着 さ れ た 吸 盤 体 と 基 端 部 に は 吸 引 手 段 と を 備 え 、 前 記 内 針
の 先 端 部 に は バ ル ー ン を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 前 記 内 針 を 操 作 す る ハ ン ド ル 部 を 有 す る も の で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 さ ら に 前 記 バ ル ー ン を 膨 張 、 収 縮 す る 操 作 手 段 を 有 す る も の で
あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 さ ら に 液 状 物 を 吸 引 す る 吸 引 手 段 を 有 す る も の で あ る 請 求 項 ２
ま た は ３ に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 針 の 先 端 部 に は 、 保 護 部 材 を 有 す る も の で あ る 請 求 項 １ ま た は ４ の い ず れ か に 記
載 の 穿 刺 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 保 護 部 材 は 、 内 針 内 腔 部 内 に て 棒 状 部 材 で 前 後 に 可 動 可 能 な 構 造 を 有 す る も の で あ る
請 求 項 ５ に 記 載 の 穿 刺 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 穿 刺 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 外 科 手 術 が 広 く 実 施 さ れ て い る 。 内 視 鏡 下 の 手 術 は 内 視 鏡 か ら み た 映 像 を
画 面 で 見 な が ら 遠 隔 操 作 で 手 術 を 行 う 方 法 で あ る 。 婦 人 科 の 内 視 鏡 下 外 科 手 術 の 場 合 、 腹
腔 内 か ら の ア プ ロ ー チ の 他 に 膣 内 か ら の ア プ ロ ー チ も 利 用 さ れ る 。 卵 巣 嚢 腫 の 症 例 で は 嚢
腫 内 容 液 を 、 穿 刺 針 や 吸 引 管 等 で 吸 引 す る 。 通 常 、 鉗 子 等 で 把 持 し な が ら 穿 刺 針 を 刺 入 し
た り 、 卵 巣 に 切 開 を 入 れ て 吸 引 管 で 吸 引 す る 。 こ の 際 、 内 溶 液 が 大 量 に 漏 れ る こ と が あ る
。 ま た 、 穿 刺 針 で 臓 器 を 傷 つ け た り 、 穿 刺 し た 臓 器 を 内 側 か ら 破 り 内 溶 液 が 大 量 に 漏 出 し
て し ま う こ と も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 穿 刺 針 を 刺 入 し た 際 に 漏 出 し た 内 容 液 を 外 筒 管 の ル ー ト か ら 吸 引 す る 方 法 が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 場 合 、 穿 刺 針 周 囲 か ら 漏 出 し た も の を 吸 引 し よ う と す る
も の で あ る が 、 操 作 時 に 外 筒 管 先 端 か ら 外 れ た 場 合 に は 漏 出 し た 内 容 液 が 吸 引 で き ず 効 果
が な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 外 筒 管 の 柔 軟 な 先 端 吸 引 部 で 臓 器 を 吸 引 し 、 そ の 状 態 で 穿 刺 針 を 刺 入 す る 方 法 が
考 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ ） 。 先 端 部 を 柔 軟 に す る こ と で 吸 引 開 始 時 に 臓 器 が 外
れ る こ と は 少 な く な っ た が 、 内 溶 液 を 吸 引 し て い き 臓 器 が 収 縮 し て く る と 外 筒 管 よ り 外 れ
る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 完 全 に 内 溶 液 の 漏 出 を 防 止 す る た め に 、 臓 器 外 壁 に 傘 状 部 を 接 着 し 密 着 さ せ た 上
で 穿 刺 針 を 刺 入 し 、 吸 引 す る 方 法 が 考 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 、 ４ 、 ５ ） 。 こ の
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方 法 で は 完 全 に 内 溶 液 の 漏 出 が 防 止 で き る が 、 接 着 操 作 に 時 間 が か か り 、 操 作 が 複 雑 で あ
り 、 費 用 が か か る と い う 欠 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ ２ ４ ７ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ３ ３ ６ ５ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ３ １ ３ ５ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ４ ６ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 卵 巣 か ら の 嚢 腫 内 溶 液 の 大 量 な 漏 出 を 防 止 で き 、 吸 引 管 か ら の 嚢 腫 の 脱 落 を
防 止 で き 、 穿 刺 針 に よ る 卵 巣 の 不 測 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の 軽 減 、 手
術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 経 済 の 削 減 効 果 が 期 待 で き る 穿 刺 装 置
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 目 的 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ６ ） に 記 載 の 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
（ １ ） 管 状 部 材 と 、 該 管 状 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 で あ り 、 か つ 先 端 部 に 穿 刺 針 を 有 す る 内
針 と を 有 す る 穿 刺 装 置 で あ っ て 前 記 管 状 部 材 に は 先 端 部 に 装 着 さ れ た 吸 盤 体 と 基 端 部 に は
吸 引 手 段 と を 備 え 、 前 記 内 針 の 先 端 部 に は バ ル ー ン を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 装
置 。
（ ２ ） 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 前 記 内 針 を 操 作 す る ハ ン ド ル 部 を 有 す る も の で あ る 上 記 （
１ ） に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
（ ３ ） 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 さ ら に 前 記 バ ル ー ン を 膨 張 、 収 縮 す る 操 作 手 段 を 有 す る も
の で あ る 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
（ ４ ） 前 記 内 針 の 基 端 部 に は 、 さ ら に 液 状 物 を 吸 引 す る 吸 引 手 段 を 有 す る も の で あ る 上 記
（ ２ ） ま た は （ ３ ） に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
（ ５ ） 前 記 内 針 の 先 端 部 に は 、 保 護 部 材 を 有 す る も の で あ る 上 記 （ １ ） な い し （ ４ ） の い
ず れ か に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
（ ６ ） 前 記 保 護 部 材 は 、 内 針 内 腔 部 内 に て 棒 状 部 材 で 前 後 に 可 動 可 能 な 構 造 を 有 す る も の
で あ る 上 記 （ ５ ） に 記 載 の 穿 刺 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 卵 巣 か ら の 嚢 腫 内 溶 液 の 大 量 な 漏 出 を 防 止 で き 、 吸 引 管 か ら の 嚢 腫 の
脱 落 を 防 止 で き 、 穿 刺 針 に よ る 卵 巣 の 不 測 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の 軽
減 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 経 済 の 削 減 効 果 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 穿 刺 装 置 に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 穿 刺 装 置 の 外 観 図 で あ る 。 図 ２ は 穿 刺 装 置 の 先 端 部 分 の 拡 大 断 面 図 を 示 す 。 図
３ は 穿 刺 装 置 の ハ ン ド ル 部 の 拡 大 断 面 図 を 示 す 。 図 ４ ～ 図 ７ は 本 発 明 の 使 用 状 態 の 概 略 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 穿 刺 装 置 １ は 、
　 管 状 部 材 ４ と 、 管 状 部 材 ４ に 対 し て 進 退 自 在 な 内 針 ２ と 、 内 針 の 基 端 部 に は 内 針 ２ を 操
作 す る ハ ン ド ル 部 ３ と が 設 け ら れ て い る 。
　 管 状 部 材 ４ の 先 端 に は 、 吸 盤 体 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 内 針 ２ は 、 先 端 部 に 穿 刺 針 ２ １ と 、 バ ル ー ン ２ ３ と を 有 し 、 さ ら に 穿 刺 針 ２ １ を 保 護 す
る 保 護 部 材 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
　 内 針 ２ の 基 端 部 に は 、 臓 器 内 溶 液 を 吸 引 す る 吸 引 手 段 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。
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　 ハ ン ド ル 部 ３ に は 、 内 針 の 吸 引 洗 浄 を 行 な う 吸 引 手 段 ３ １ と 、 バ ル ー ン ２ ３ を 膨 張 、 収
縮 す る 操 作 手 段 ３ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 各 構 成 要 素 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ 内 針 ）
　 内 針 ２ は 内 腔 を も つ 導 管 で あ り 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 射 出 成 形 、 押 出 成 形 や 金 属 加 工
に よ り 作 製 さ れ る 。 内 針 ２ の 外 径 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 φ １ ～ φ １ ２ ｍ ｍ が 好 ま し い
。 こ れ は 、 φ １ ｍ ｍ 未 満 で は 特 に 粘 性 の 高 い 内 溶 液 の 吸 引 効 率 が 悪 く 、 ま た φ １ ２ ｍ ｍ を
超 え る と 卵 巣 な ど へ 刺 入 す る 場 合 は 、 太 す ぎ て 刺 入 し づ ら い 。 肉 厚 は 、 特 に 限 定 さ れ な い
が 、 ０ ． １ ～ ２ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ れ は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 で は 強 度 を 保 つ こ と が で き ず 、
２ ｍ ｍ を 超 え る と 十 分 な 内 径 を 確 保 す る こ と が で き ず 吸 引 効 率 が 悪 く な る 。 全 長 は 、 特 に
限 定 さ れ な い が 、 ２ ０ ～ ５ ０ ｃ ｍ が 望 ま し い 。 こ れ は ２ ０ ｃ ｍ 未 満 で は 臓 器 へ 届 か な い 可
能 性 が あ り 、 ５ ０ ｃ ｍ を 超 え る と 処 置 具 の 操 作 性 が 悪 く な る た め で あ る 。
　 内 針 ２ の 先 端 側 に は 、 臓 器 を 固 定 す る バ ル ー ン ２ ３ が 接 着 等 の 方 法 で 設 置 さ れ 、 バ ル ー
ン ２ ３ を 膨 張 ／ 収 縮 す る た め の チ ュ ー ブ や ル ー メ ン を 付 設 し 、 ２ ル ー メ ン と す る こ と も あ
る 。 内 針 ２ の 針 先 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 穿 刺 針 ２ １ と す る た め 鋭 利 な 形 状 で あ れ ば 良
く 、 斜 め カ ッ ト の よ う な 形 状 で よ い 。 最 先 端 に は 臓 器 の 内 部 を 針 先 か ら 保 護 す る た め の 保
護 部 材 ２ ２ が 設 置 さ れ る こ と も あ る 。 内 針 ２ に 使 用 さ れ る 材 質 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、
ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る が ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 等 の 硬 質 の 合 成 樹 脂 で も
よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 保 護 部 材 ）
　 針 先 保 護 部 材 ２ ２ は 内 腔 を も つ 導 管 あ る い は 片 末 端 部 が 閉 鎖 し 側 孔 を 有 す る も の で 、 特
に 限 定 さ れ な い が 、 射 出 成 形 、 押 出 成 形 、 切 削 加 工 や 金 属 加 工 に よ り 作 製 さ れ る 。 保 護 部
材 ２ ２ は 内 針 ２ の 最 先 端 の 内 腔 に 設 置 さ れ 、 通 常 時 は 内 針 ２ の 針 先 か ら 保 護 部 材 ２ ２ が 突
出 し て 保 護 し て お り 、 穿 刺 時 に は 臓 器 表 面 の 抵 抗 に よ り 保 護 部 材 ２ ２ が 内 針 ２ の 後 端 側 に
移 動 し 針 先 が 突 出 す る こ と に よ り 穿 刺 可 能 と な る 。 穿 刺 後 は 棒 状 部 材 や 板 状 部 材 を 介 し て
接 続 さ れ た ば ね 等 の 力 に よ り 保 護 部 材 ２ ２ が 再 び 内 針 ２ の 針 先 か ら 突 出 し 針 先 を 保 護 し 、
臓 器 を 針 先 に よ る 損 傷 か ら 防 ぐ 。 保 護 部 材 ２ ２ の 外 径 は 内 針 ２ の 内 径 に 規 制 さ れ る 。 肉 厚
は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０ ． １ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ れ は ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 で は 針
先 を 臓 器 か ら 保 護 す る た め の 十 分 な 強 度 が 得 ら れ ず 、 ３ ｍ ｍ を 超 え る と 吸 引 の た め の 内 径
が 十 分 に な く な る 。 保 護 部 材 ２ ２ に 使 用 さ れ る 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ス テ ン レ ス 鋼
等 の 金 属 材 料 や 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 の 合 成 樹 脂 や 、 ポ リ ウ レ タ
ン 樹 脂 や シ リ コ ー ン ゴ ム の よ う な 可 撓 性 を 有 す る も の を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ バ ル ー ン ）
　 バ ル ー ン ２ ３ は 、 臓 器 脱 落 防 止 の た め の 固 定 手 段 で あ り 、 臓 器 内 溶 液 漏 出 防 止 の た め の
手 段 で も あ る 。 バ ル ー ン ２ ３ は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 押 出 し 成 形 、 ブ ロ ー 成 形 、 圧 縮 成 形
、 デ ィ ッ ピ ン グ 、 シ ー ト 溶 着 等 の 方 法 で 形 成 さ れ る 。 内 針 ２ 先 端 部 に は 、 特 に 限 定 さ れ な
い が 、 接 着 ま た は 溶 着 等 に よ り 設 置 さ れ る 。 バ ル ー ン ２ ３ の 長 手 方 向 の 幅 は 、 特 に 限 定 さ
れ な い が 、 １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 膨 張 径 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 φ ５ ～ φ ３ ５ ｍ ｍ が
好 適 で あ る 。 使 用 さ れ る 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や 天 然 ゴ ム な ど の
ゴ ム 系 や 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 Ｓ Ｅ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 等 の 合 成 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。
装 着 後 の 外 径 は 、 管 状 部 材 ４ の 内 径 に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 管 状 部 材 ）
　 　 管 状 部 材 ４ は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 射 出 成 形 や 押 出 成 形 、 金 属 加 工 で 作 製 さ れ る
。 　 管 状 部 材 ４ の 最 先 端 部 に は 吸 盤 体 ４ １ が 付 設 さ れ 、 最 後 端 部 に は 気 密 を 保 つ た め に 内
針 ２ と の 間 に シ ー ル 部 材 を 付 設 す る こ と が 望 ま し い 。 管 状 部 材 ４ は 吸 盤 体 ４ １ を 介 し て 臓
器 表 面 に 固 定 す る た め に 吸 引 を 行 う 吸 引 手 段 ４ ２ を 側 面 に 付 設 す る 。 管 状 部 材 ４ の 内 径 は
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、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ３ ～ １ ４ ｍ ｍ で 外 径 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ４ ～ １ ５ ｍ ｍ で 形
成 さ れ る 。 内 径 ３ ｍ ｍ 未 満 で は 、 内 容 液 を 吸 引 す る た め の 内 針 ２ の 内 径 が 小 さ く な り 、 内
溶 液 の 吸 引 効 率 が 悪 く 、 外 径 は 挿 入 す る ト ロ ッ カ ー の 径 に 制 限 さ れ る 。 長 さ は 内 針 ２ を 完
全 に 挿 入 し た と き に バ ル ー ン ２ ３ を 膨 張 で き 、 バ ル ー ン ２ ３ と 吸 盤 体 ４ １ が 密 着 し た 状 態
に な る 長 さ が 望 ま し い 。 管 状 部 材 ４ に 使 用 さ れ る 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 硬 質 塩 化 ビ
ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金
属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 吸 盤 体 ）
　 吸 盤 体 ４ １ は 筒 状 の 導 管 ま た は 傘 形 状 で 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 圧 縮 成 形 、 射 出 成 形 、
押 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 管 状 部 材 ４ の 先 端 に は め 込 み 式 な ど の 着 脱 可 能 な 方 法 、 溶 剤 や 接
着 剤 に よ る 接 着 、 超 音 波 や 高 周 波 で の 溶 着 で 取 り 付 け て も 良 い 。 内 径 は 特 に 限 定 さ れ な い
が 、 ３ ～ ２ ５ ｍ ｍ で 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 外 径 は ４ ～ ３ ０ ｍ ｍ で 形 成 さ れ る 。 内 径 ３ ｍ
ｍ 未 満 で は 内 溶 液 の 吸 引 効 率 が 悪 く 、 外 径 は 使 用 す る ト ロ ッ カ ー の 径 に 制 限 さ れ る 。 使 用
さ れ る 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 天 然 ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ
リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト
樹 脂 等 の 可 と う 性 を 有 す る も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ハ ン ド ル 部 ）
　 ハ ン ド ル 部 ３ は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 射 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 ハ ン ド ル 部 ３ は 内 溶
液 の 吸 引 、 生 理 食 塩 水 や ア ル コ ー ル の 注 入 を 行 う 内 針 吸 引 ／ 洗 浄 手 段 ３ １ や バ ル ー ン ２ ３
を 膨 張 ／ 収 縮 す る バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 手 段 ３ ２ が 付 設 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 ハ ン ド ル 部
３ に 使 用 さ れ る 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹
脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 吸 引 手 段 ）
　 吸 引 手 段 ４ ２ は 管 状 部 材 ４ の ハ ン ド ル 部 ３ 隣 接 の 側 面 に 設 置 さ れ 、 吸 引 ラ イ ン の チ ュ ー
ブ と 接 続 し や す い 円 錐 状 で も よ く オ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー と 接 続 で き る メ ス ル ア ー コ ネ ク タ
ー で あ っ て も 良 い 。 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 や ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹
脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 内 針 吸 引 ／ 洗 浄 手 段 ）
　 内 針 吸 引 ／ 洗 浄 洗 浄 手 段 ３ １ は ハ ン ド ル 部 ３ に 設 置 さ れ 、 内 針 ２ に 接 続 さ れ る 。 内 針 吸
引 ／ 洗 浄 手 段 ３ １ は 吸 引 チ ュ ー ブ が 接 続 で き る 円 錐 ま た は 円 柱 状 で も 良 く 、 オ ス ル ア ー コ
ネ ク タ ー と 接 続 で き る メ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー で あ っ て も 良 い 。 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い が
、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 や ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属
材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 手 段 ）
　 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 手 段 ３ ２ は ハ ン ド ル ３ に 設 置 さ れ 、 内 針 ２ に 付 設 さ れ て い る バ ル ー
ン ２ ３ を 膨 張 ／ 収 縮 さ せ る た め の チ ュ ー ブ あ る い は ル ー メ ン に 接 続 さ れ る 。 バ ル ー ン 膨 張
／ 収 縮 手 段 ３ ２ は シ リ ン ジ が 嵌 合 で き る メ ス ル ア ー コ ネ ク タ ー が 好 ま し く 、 更 に シ リ ン ジ
を 外 し て も 注 入 物 が 逆 流 し な い 一 方 弁 付 の コ ネ ク タ ー が 好 ま し い 。 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な
い が 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 や ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の
金 属 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 使 用 方 法 ）
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 穿 刺 装 置 １ の 実 際 の 使 用 方 使 用 法 に つ い て 図 ４ ～ 図 ７ を 用 い て 解 説
し 、 本 発 明 の 効 果 を 明 確 に す る 。
　 　 図 ４ の よ う に 、 内 針 ２ を 保 護 部 材 ２ ２ が 管 状 部 材 ４ の 中 に 収 め 、 吸 引 手 段 ４ ２ に 吸 引
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装 置 を 接 続 し 、 ト ロ ッ カ ー を 通 し て 腹 腔 内 へ 挿 入 す る 。 腹 腔 内 へ 挿 入 後 、 吸 盤 体 ４ １ を 卵
巣 嚢 腫 表 面 に 押 し 当 て 吸 引 手 段 ４ ２ か ら 吸 引 を 開 始 し 、 管 状 部 材 ４ を 卵 巣 嚢 腫 表 面 へ 固 定
す る 。 図 ５ の よ う に 内 針 ２ を 卵 巣 嚢 腫 内 へ 穿 刺 す る 。 こ の と き 卵 巣 嚢 腫 壁 の 抵 抗 に よ り 保
護 部 材 ２ ２ が ス ラ イ ド し 内 針 ２ 先 端 の 穿 刺 す る た め の 針 先 が 現 れ 穿 刺 可 能 と な る 。 針 先 が
嚢 腫 内 へ 入 る と 抵 抗 が な く な り 再 び 保 護 部 材 ２ ２ が 針 先 を 隠 し 卵 巣 嚢 腫 内 壁 を 損 傷 す る こ
と を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 　 こ こ で 図 ６ の よ う に 内 針 ２ を 固 定 す る た め に バ ル ー ン ２ ３ を 膨 張 さ せ 、 卵 巣 嚢 腫 を 内
側 か ら 固 定 す る 。 続 い て 内 針 吸 引 ／ 洗 浄 手 段 ３ １ に 吸 引 チ ュ ー ブ を 接 続 し 卵 巣 嚢 腫 の 内 溶
液 を 吸 引 す る 。 内 溶 液 吸 引 中 も 吸 引 手 段 ４ ２ で 管 状 部 材 ４ の 吸 引 は 行 っ て お り 、 内 針 ２ の
穿 刺 部 分 か ら 内 溶 液 が 漏 出 し て も 外 部 へ 漏 れ る こ と は な い 。 内 溶 液 を 吸 引 後 は 図 ７ の よ う
に ト ロ ッ カ ー と 穿 刺 装 置 と 共 に 卵 巣 嚢 腫 を 体 外 へ 取 り 出 し 処 置 を 行 う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 卵 巣 か ら の 嚢 腫 内 溶 液 の 大 量 な 漏 出 を 防 止 で き 、 吸 引 管 か ら の 嚢 腫 の
脱 落 を 防 止 で き 、 穿 刺 針 に よ る 卵 巣 の 不 測 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き 、 術 者 の ス ト レ ス の 軽
減 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 経 済 の 削 減 効 果 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 装 置 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 装 置 の 先 端 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 穿 刺 装 置 の ハ ン ド ル 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 品 を 腹 壁 に 設 置 し た ト ロ ッ カ ー よ り 腹 腔 内 へ 挿 入 し 、 卵 巣 嚢 腫 表 面 へ 固 定
し た 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 品 を 卵 巣 嚢 腫 表 面 へ 固 定 し 穿 刺 し た 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 品 の バ ル ー ン を 膨 張 す る こ と に よ り 卵 巣 嚢 腫 内 側 か ら 固 定 を 行 い 、 内 容 液
を 吸 引 し て い る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 品 を ト ロ ッ カ ー と 吸 引 の 終 了 し た 卵 巣 嚢 腫 を 一 緒 に 体 外 へ 取 り 出 し た 状 態
を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 　 穿 刺 装 置
　 ２ 　 　 内 針
　 ２ １ 　 　 穿 刺 針
　 ２ ２ 　 　 保 護 部 材
　 ２ ３ 　 　 バ ル ー ン
　 ３ 　 　 ハ ン ド ル 部
　 ３ １ 　 　 内 針 吸 引 ／ 洗 浄 手 段
　 ３ ２ 　 　 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 手 段
　 ４ 　 　 管 状 部 材
　 ４ １ 　 吸 盤 体
　 ４ ２ 　 吸 引 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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液体。 发明内容本发明的目的是提供一种在穿刺之前和之后不会引起卵
巢损伤而不会泄漏卵巢的穿刺抽吸装置。 一种穿刺装置，其具有筒状部
件和能够相对于该筒状部件进退的内针，在其前端具有穿刺针，并且在
该筒状部件的前端安装有吸盘主体。 在基端具有一个抽吸装置，在内针
的尖端处有一个气球，以及在内针的基端处用于操作内针的一个手柄部
分。 是采血设备。 [选型图]图1
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